


























































は心泉を直接知る人物であり、心泉の逸話などが述べられている。特に岡井は、心泉に関して自分が実際に見聞したことや、三宅真軒や細野燕台からの伝聞など 記しており、心泉研究の基礎ともいうべきものである。しか 、伝聞によるところが多く、常福寺に所蔵する心泉資料の検証や、整理を行ったものではないので、年代等の記述等に若干 誤りが見られる。
心泉について本格的に研究が始められたのは戦後 なってか
















































































































などが附されており、同寺に所蔵する『必備書目』 ・ 「岸田書翰」 ・ 「圓山書翰」などの資料と比較してみると、心泉が註文・購入した書籍や値段が一致するものが多く見られることから、心泉が書籍購入にあたっ は 本資料を参考にしたことは間違いない。
このように、本資料を通じて心泉の小学 受容や、書籍購入



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金沢時代には心泉に師事していた。心泉につ て述べたものに、「北方心泉先生に就て」 （ 『星岡』第三巻第六十三号、昭和十年十二月号）がある。
（５）
　『書勢』第三巻第八号（大正八年八月） 。
（６）
　
昭文堂（大正十四年） 。
（７）
　
註４に掲出。
（８）
　「北方心泉上人（一～五） 」 （三省堂『書菀』昭和十八年七月
～十一月） 。
（９）
　
当時、心泉について書かれた主なもの著述は以下の通りであ
る。
　　
小倉正恆「好古庵閒話（一）─心泉上人─」 （ 『雅友』第十四
号、昭和二十八年十月） 。
　　
西川寧「紹介─心泉上人」 東洋書道協会『書品』第一二九号、
昭和三十七年五月） 。
　　
松井如流「北方心泉上人の書」 （同） 。
　　
本岡三郎「北方心泉の生涯」 （墨美社『墨美』第一四四号、昭
和四十年一月） 。
　　
表立雲「北方心泉
　
書と人」 （同） 。
（
10）　
二玄社（昭和五十七年） 。
（
11）　
金沢市教育委員会文化財課編『金沢・常福寺歴史資料図録』
（ 「金沢市文化財紀要」一七七、平成十三年） 。
（
1（）　
註１に掲出。
　　
このほかに、三田良信監修・山中美智子著『 北方心泉碑
文集─北方心泉没後百年記念』 （北方心泉顕彰会、平成十六年）がある。
（
1（）　
川邉雄大「金沢時代の三宅真軒と北方心泉」 （無窮会『東洋
文化』復刊第九九号（通刊第三三三号） 、平成十九年） 。
（
1（）　「關於明治時期日本國内的漢籍流通─岸田吟香書翰爲中心─」
（王勇編『書籍之路與文化交流』 、上海辭書出版社、二〇〇九年） 。
（
1（）　
川邉雄大「常福寺所蔵・三宅真軒撰『文字禅室必備書目』に
ついて」 （二松学舎大学
（1世紀ＣＯＥプログラム『日本漢文学研
究』第三号、平成二十年） 。
（
1（）　『目録』 （註１に掲出） 、一〇一頁「九、書簡日記類、一七
　
日本漢文学研究 13
— （（（ —
書簡岸田吟香・小野湖山から心泉宛、一九
　
岸田吟香から心泉
宛」 。
（
1（）　『目録』 （註１に掲出） 、一〇五頁「九、書簡日記類、七二
　
書簡圓山大迂から心泉宛」 。
（
18）　
本岡三郎『加賀常福寺誌』 （常福寺、昭和五十六年） 。常福寺
の歴史については同書ならびに屋敷道明『金澤
　
常福寺』 （常福
寺、平成十三年）を参考にした。
（
1（）　「前田慶寧公追悼文集 帖」所収（前田家成巽閣所蔵、 『北方
心泉
　
人と芸術』 （註
10に掲出） ） 。
（
（0）　
真宗東派本願寺教育課、明治十年。
（
（1）　
福井県福井市西木田浄得寺境内にある 同寺は母方の従兄の
寺であり、 は明治六年に旅の途中動けなくなり、治療のため逗留している。
（
（（）　「北方心泉先生に就て」 （註４に掲出） 。
（
（（）　
心泉『詩稿』補遺、 「乙酉四月、売蔵幅十餘、沽得千餘巻」
（ 『北方心泉
　
人と芸術』 （註
10に掲出） 、一九七頁）に、 「十幅丹
青愛漸疎
　
幸逢善賈割除渠、一痴纔了更成騃、架上新添千巻書」
とある。
（
（（）　「松ヶ江賢哲書翰（北方心泉宛） 」 （明治二十二年三月二十二
日、常福寺蔵） 。
（
（（）　
斎藤兼蔵「先代琳琅閣とその周囲」 （反町茂雄編『紙魚の昔
がたり』 臨川書店、昭和五十三年） 。
（
（（）　
全国漢籍データベース（
http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/
kanseki 、平成三十年一月二十五日現在）によると、本資料三種
のうち、 『湖北官書処書目』と同版と思われるものが、大阪大学総合図書館懐徳堂文庫と京都大学人文科学研究所に所蔵 確認される。
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